
こ
の
校
名
は
、
万
葉
歌
人

「柿
本
人
麻
呂
」
の

「東
の
　
野
に
か
ぎ
ろ
い
の
　
立

つ
見
え
て
　
か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ
」

一

１
■

■
寸
ユ

一　

村

名

・

町

名

の

移

り

変

わ

り

益
城
郡

沼
山
津
村

益
城
郡

西
牟
田
村

―

中
牟
田
村

―

下
牟
田
村

―

託
麻
郡
健
軍
村
．

東
沼
山
津
村

西
沼
山
津
村

〔寛
永
後
〕

西
無
田
村

中
無
田
村

下
無
田
村

野
間

〔明
治
八
年
旧
に
復
す
〕

上
益
城
郡

〔明
治
九
年
三
村
合
併
〕

上
益
城
郡

〔明
治
二
十
二
年
合
併
〕

上
益
城
郡

〔昭
和
二
十
七
年

一
部
境
界
変
更
〕

〔昭
和
二
十
九
年
熊
本
市
編
入
　
〕

熊
本
市

〔住
居
表
示
実
施
　
〕

熊
本
市

大
字
沼
山
津

大
字
秋
田
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沼
山
津

秋

田



靱
櫛
∴
聞
浄
諄

地
名
の
沼
山
は
湿
地
の
林
ま
た
は
野
林
の
意
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
舟
着
場
を
指
す

津
が
付
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
未
詳
。

初
佃

‥
―
‐幽
薔
件
掛
側

　

〔近
世
〕
江
戸
期
の
村
名
。

中
古
は
木
山
郷
に
属
じ
、
寛
永
十
年

（
一
六
三
三
）
沼
山
津
手
永
に
属
す
。

明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
手
永
が
郷
に
改
め
ら
れ
る
。

本
村
は
元
々

一
村
で
あ

っ
た
が
、
文
化
八
年

（
一
八

一
一
）
の
沼
山
津
手
永
鑑
で

は
、
東
沼
山
津
村
と
西
沼
山
津
村
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
庄
屋
が
置
か
れ
て
い
た

切
佃

‥―‐川
薔
件
掛
側

　

〔近
代
〕
明
治
八
～
二
十
二
年
の
村
名
。

東
沼
山
津
村
と
西
沼
山
津
村
が
合
併
し
て
成
立
。
明
治
二
十
二
年
秋
津
村
の
大
字

と
な
る
。

初
旧
占
幽
薔
絆
　
　
〔近
代
〕
明
治
二
十
二
年
～
昭
和
二
十
九
年
の
秋
津
村
の
大
字
名

昭
和
二
十
九
年
熊
本
市
秋
津
町
沼
山
津
と
な
る
。

初
佃

‥―‥幽
薔
絆
　
　
〔近
代
〕
昭
和
二
十
九
年
～
熊
本
市
の
町
名
。
秋
津
町
を
冠
称

昭
和
三
十
年
以
降
、
熊
本
市
の
東
部
発
展
に
伴
い
漸
次
開
発
が
進
む
。　
一
部
が

昭
和
四
十

一
年
東
野

一
～
四
丁
目
、
同
四
十
五
年
花
立

一
～
四
丁
目

・
桜
木

一
～

三
丁
目

・
沼
山
津

一
～
三
丁
目
と
な
り
、
そ
の
後
数
次
の
住
居
表
示
の
実
施
を
経
て

現
在
の
町
名
町
界
と
な
る
。

術
弘
ｍ
回
善
側
　
　
　
〔近
代
〕
明
治
十
～
二
二
年
の
村
名
。

上
益
城
郡
の
う
ち
。
中
無
田
村

・
西
無
田
村

・
下
無
田
村
と
託
麻
郡
健
軍
村
の
う

ち
野
間
が
合
併
し
て
成
立
。
同
三
二
年
秋
津
村
の
大
字
と
な
る
。

中
古
元
西
牟
田
村

・
中
牟
田
村
は
木
山
郷
、
元
下
牟
田
村
は
甘
木
荘
に
属
し
、

寛
永
十
年

（
一
六
三
三
）
西
牟
田
村

。
中
牟
田
村
は
沼
山
津
手
永
に
、
下
牟
田
村
は

鯰
手
永
に
属
す
。

明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
手
永
が
郷
に
改
め
ら
れ
る
。
同
八
年

（
一
八
七
五
）
下
牟

田
村
を
沼
山
津
郷
に
編
入
す
。
三
村
と
も
寛
永
後

「牟
田
」
の
字
を

「無
田
」
に
用

い
る
。

勘
弘
ｍ
田
　
　
　
〔近
代
〕
明
治
二
十
二
年
～
昭
和
二
十
九
年
の
秋
津
村
の
大
字
名

昭
和
二
十
九
年
熊
本
市
秋
津
町
秋
田
と
な
る
。

動
仏
ｍ
国
　
　
　
〔近
代
〕
昭
和
二
十
九
年
～
熊
本
市
の
町
名
。
秋
津
町
を
冠
称

熊
本
市
の
東
部
発
展
に
伴
い
、
漸
次
開
発
が
進
む
。　
一
部
が
昭
和
三
十

一
年
栄

町

。
東
本
町

，
南
町

・
若
葉
町
、
同
三
十
四
年
秋
津
新
釘

・
昭
和
野
、
東
原
町

，

同
四
十

一
年
東
野

一
～
圏
丁
目
∵

同
四
汁
八
年
若
葉

一
～
六
丁
目

・
広
木
町
と
な

り
，
そ
の
後
数
次
の
住
居
表
示
の
実
施
を
経
て
現
在
の
町
名
町
界
と
な
る
。

鴇
弘
轟
絆
＝
側

　

〔近
代
〕
明
治
二
十
二
年
～
昭
和
二
十
九
の
村
名
。

沼
山
津
村
と
秋
田
村
が
合
併
し
て
成
立
。
旧
村
名
を
継
承
し
た
二
大
字
を
編
成
。

村
名
は
、
秋
田
の

「秋
」
と
沼
山
津
の

「津
」
を
と
り
、
日
本
の
古
名

「あ
き
つ
し

ま
」
に
な
ぞ
ら
え
て
命
名
さ
れ
た
言
う
。

昭
和
二
十
九
年
熊
本
市
の

一
部
と
な
り
、
村
制
時
の
二
大
字
は
秋
津
町
を
冠
称
。

同
市
の
町
名
に
継
承
。

（角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
四
三
熊
本
県
）
　

一
ハ
０

０
υ一

石
鳳

・

一
一
　

ウ
十

ル
伯

（
１
１
）
　
一刑
佃
トーーＩ
Ш
五
＝
貯
ハ
Ｗ
ニ
ヱ
Ｊ
ル
一
■

東
は
上
益
城
郡
廣
崎
村

（現
益
城
町
広
崎
）
、
西
は
同
郡
秋
田
村
、
南
は
同

郡
島
田
村

（現
益
城
町
島
田
）
、
北
は
託
麻
郡
健
軍
村

（た
け
み
や
む
ら
）
各

耕
地
を
以
て
界
と
す
。

東
西
十
七
丁
四
十
間
、
南
北
三
十

一
丁
。

注

・
字
中
津
代
里
千
七
百
七
十

一
番
堂
床
前

・
西
小
路
地
蔵
の
角

（現
在
の
沼

山
津
三
丁
目

一
二
番
七
号
）
の
沼
山
津
村
元
標
基
準

（字
番
号
）

（字
名
）
　

（ふ
り
か
な
）

（位
置
）

（字
番
号
）

（字
名
）
　

（ふ
り
か
な
）

へ位
置
）



田
村
を
沼
山
津
郷
に
編
入
す
。
三
村
と
も
寛
永
後

「牟
田
」
の
字
を

「無
田
」
に
用

い
る
。

（字
番
号
）

（字
名
）
　

（ふ
り
か
な
）

１
　
　
筒
井
久
保

　

（
つ
つ
い
く
ば
）

２
　
　
竹
内
　
　
　
（た
け
う
ち
）

３
　
　
古
閑
前
　
　
（
こ
が
の
ま
え
）

４
　
　
杉
本
　
　
　
（す
ぎ
の
も
と
）

５
　
　
境
峠
　
　
　
（さ
か
ひ
た
う
げ
）

６
　
　
古
閑
久
保

　

（
こ
が
の
く
ば
）

７
　
　
上
古
閑
久
保

（か
み
こ
が
の
く
ば
）

８
　
　
佐
土
原
　
　
（さ
ど
は
ら
）

９
　
　
北
花
立
　
　
（き
た
は
な
た
て
）

１０
　
　
桜
木
　
　
　
（さ
く
ら
の
き
）

１１
　
　
横
畠
　
　
　
（よ
こ
ば
た
）

１２
　
　
西
原
　
　
　
（
に
し
ば
る
）

１３
　
　
水
溜
　
　
　
（み
づ
た
ま
り
）

１４
　
　
花
立
　
　
　
（は
な
た
て
）

１５
　
　
鴛
原
　
　
　
（う
ぐ
い
す
ば
る
）

１６
　
　
須
崎
原
　
　
（す
ざ
き
ば
る
）

１７
　
　
堀
口
　
　
　
（
ほ
り
の
く
ち
）

１８
　
　
天
神
木
　
　
（
て
ん
じ
ん
ぎ
）

１９
　
　
員
原
　
　
　
（き
ゃ
あ
ば
る
）

２０
　
　
小
無
田
　
　
（
こ
む
た
）

２１
　
　
下
津
代
里

　

（し
も
つ
よ
り
）

２２
　
　
中
津
代
里

　

（な
か
つ
よ
り
）

２３
　
　
上
津
代
里

　

（か
み
つ
よ
り
）

２４
　
　
筒
井
田
　
　
（
つ
つ
い
だ
）

２５
　
　
一東
無
田
　
　
（
ひ
が
し
む
た
）

２６
　
　
長
田
　
　
　
（な
か
た
）

２７
　
　
上
内
　
　
　
（か
み
う
ち
）

（位
置
）

本
村
の
良

（北
東
）

レ
Ｌ

■
ヨ

本
村
の
乾

（北
西
）

本
村
の
北

々
本
村
の
乾

（北
西
）

本
村
の
中
央

々
よ
り
東
に
連
る

本
村
の
東

々々々

（字
番
号
）

（字
名
）

２８
　
　
樋
口

２９
　
　
大
城
町

３０
　
　
名
守

３１
　
　
兵
糧
圏

３２
　
　
一戸
井
手

３３
　
　
奥
分

３４
　
　
堀
切

３５
　
　
保
手
本

３６

　

日
焼

３７
　
　
橋
口

３８
　
　
橋
本

３９
　
　
西
無
口

４０
　
　
下
内

４１
　
　
寺
田

４２
　
　
固
志
分

４３
　
　
萩
原

４４
　
　
計
路

（ふ
り
か
な
）

（
ひ
の
く
ち
）

（お
ほ
し
ろ
ま
ち
）

（な
も
り
）

（
ひ
ょ
う
ろ
う
た
）

（と
い
で
）

（お
く
ぶ
ん
）

（
ほ
り
き
り
）

（
ほ
て
の
も
と
）

（
ひ
や
け
）

（は
じ
ぐ
ち
）

（は
し
の
も
と
）

（
に
し
む
た
）

（し
も
う
ち
）

（
て
ら
だ
）

（づ
し
ぶ
ん
）

（は
ぎ
は
ら
）

（け
ろ
）

（位
置
）

本
村
の
巽

（南
東
）

本
村
の
南

々々

本
村
の
坤

（南
西
）

々
本
村
の
坤

（南
西
）

本
村
の
南

々
本
村
の
坤

（南
西
）

本
々 々 々 々 々 々 村

の

本
々 村 々 々 々 々 々

の

南

本
々 々 々 々 々 村 々 々 々

の

西

（
ｏ
‘
）

昴́棋
品
国

ハ
ｗ
ニ
ヱ
Ｊ
ル
色
制

東
北
は
上
益
城
郡
沼
山
津
村
、
南
は
同
郡
井
寺
村

（現
嘉
島
町
井
寺
）

・
六

嘉
村

（現
嘉
島
町
下
六
嘉
）
各
耕
地
を
以
て
界
し
、
西
は
託
麻
郡
健
軍
村

（た

け
み
や
む
ら
）
耕
地
及
び
江
津
川
を
以
て
界
と
す
。

東
西
八
丁
二
十
四
間
、
南
北
八
丁
四
十
六
間
。

注

・
字
野
間
原
二
千
四
十
六
番
宅
地
の
前

（現
在
の
秋
津

一
丁
目
二
番
二
〇
号

付
近
）
の
秋
田
村
元
標
基
準
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（字
番
号
）

（字
名
）

１
　
　
一
口

２
　
　
碩
下

３
　
　
中
道
下

４
　
　
上
道
下

（
ふ
り
か
な
）

（
い
ち
の
く
ち
）

（
せ
き
し
た
）

（
な
か
み
ち
し
た
）

（か
み
み
ち
の
し
た
）

（ま
し
ま
）

（ど
て
の
し
た
）

（
さ
ぶ
の
う
ら
）

（か
ら
す
が
ひ
）

（あ
な
む
た
）

（
さ
ぎ
ば
）

（
い
か
た
ば
）

（
た
な
だ
）

（な
が
ず
）

（
い
や
し
き
）

（
に
し
ば
る
）

（
ひ
が
し
ば
る
）

（き
た
ば
る
）

（み
な
み
み
ず
た
ま
り
）

（
た
く
ち
）

（
に
し
ろ
く
た
ん
）

（み
ず
た
ま
り
）

（
ろ
く
た
ん
）

（
ほ
る
わ
り
）

（き
た
さ
か
ひ
づ
か
）

（さ
か
ひ
づ
か
）

（う
ぐ
い
す
ば
る
）

（な
か
ば
る
）

（位
置
）

本
村
の
南

々
本
村
の
坤

（南
西
）

本
村
の
南

々
本
村
の
坤

（南
西
）

々
本
村
の
西

々
本
村
の
北

本
村
の
北

々々

本
村
の
良

（北
東
）

々々々々
本
村
の
良

（北
東
）

（字
番
号
）

（字
名
）

２８
　
　
出
口

２９
　
　
上
ノ
丁

３０

　

下
ノ
丁

３１
　
　
野
間
原

授

　

前
塘
元

錦
　
　
塘
下

３４
　
　
上
横
道
上

３５
　
　
上
道
上

８６
　
　
一二
官
屋
敷
前

３７
　
　
月
輪

３８
　
　
計
路

３９
　
　
井
寺
鶴

４０
　
　
井
寺
道
下

４１
　
　
間
島
前

４２
　
　
古
屋
敷

４３
　
　
杉
下

４４

　

南

一
口

４５
　
　
一
番
割

４６
　
　
二
番
割

間
島

土
手
下

佐
分
浦

烏
飼

穴
無
田

鷺
場

筏
場

棚
田

中
須

居
屋
敷

西
原

東
原

北
原

南
水
溜

宅
地

西
六
反

水
溜

六
反

堀
割

北
境
塚

27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9  8  7  6  5

中 鴛 境
原 原 塚

本
々 村 々 々 々 々 々 々

の

乾

」ヒ
西

本
々 々 々 々 々 村 々 々 々 々

の

南

（
ふ
り
か
な
）
　
　
　
　
　
　
　
（位
置
）

（
で
ぐ
ち
）　
　
　
　
　
　
　
本
村
の
良

（北
東
）

（か
み
の
ち
ょ
う
）
　

　

　

本
村
の
東

（し
も
の
ち
ょ
う
）
　

　

　

　

々

（
の
ま
ん
は
る
）
　

　

　

　

　

本
村
の
中
央

（ま
え
と
も
の
も
と
）
　

　

本
村
の
巽

（南
東
）

（
と
も
し
た
）
　

　

　

　

　

本
村
の
東

（か
み
よ
こ
み
ち
う
え
）
　
　
　
々

（あ
げ
み
ち
の
う
え
）
　
　
　
　
々

（
さ
ん
く
あ
ん
や
し
き
ま
え
）
本
村
の
巽

（南
東
）

（
つ
き
の
わ
）

（
け
ろ
）

（
い
で
ら

つ
る
）

（
い
で
ら
み
ち
し
た
）

（
ま
し
ま
ん
ま
え
）

（
ふ
る
や
し
き
）

（す
ぎ
の
し
た
）

（
み
な
み
い
ち
の
く
ち
）

（
い
ち
ば
ん
わ
り
）

（
に
ば
ん
わ
り
）

（熊
本
市
史
　
別
編
　
第
二
巻
）
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２７
　
　
中
原
　
　
　
（な
か
ば
る
）

本
村
の
良

（北
東
）

五

・

ゴ

一
　

由
子

“名

の

ハ
刀

蜂
頒

地
名
は

「言
語
に
よ
る
地
名

・
地
形
に
よ
る
地
名

・
災
害
に
よ
る
地
名

・
宗
教
に
よ
る
地
名

・
民
俗
に
よ
る
地
名

・
歴
史
に
よ
る
地
名

・
開
拓
に
よ
る
地
名

・
軍
事
に
よ
る

地
名

・
宗
教
と
民
俗
の
複
合
に
よ
る
地
名
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
が
、
秋
津
地
区
の
地
名
に
つ
い
て

「熊
本
地
名
研
究
会
の
松
野
国
策
氏
」
は
次
の
様
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
１
１
）
　
網
釈
劇
懲
勲
川
〃
伯

レ
ＩＬ
卜
よ
ソ
０
八
刀
紹
釈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（熊
本
地
名
研
究
会
　
松
野
國
策
）

51413121 1101918171612

鶯
原

・
北
原

。
東
原

。
中
原

。
西
原

穴
無
田

・
佐
分
浦

・
野
間
原

水
溜

・
南
水
溜

宅
地

・
居
屋
敷

・
古
屋
敷

・
三
官
屋
敷
前

計
路

境
塚

・
北
境
塚

上
横
道
上

。

上
道
上

。
中
道
下
…
上
道
下

・
井
寺
道
下

・
井
寺
鶴

棚
田

杉
下

間
島

・
間
島
前

塘
下

・
前
塘
元

・
土
手
の
下

・

西
六
反

・
六
反

中
須

・
一
番
割

・
二
番
割

・
上
丁

・
下
丁

筏
場

・
鷺
場

ｏ
月
の
輪

秋

田

村

鴛
原

・
員
原

。
萩
原

・
佐
土
原

・
西
原

西
無
田

。
東
無
田

・
小
無
田

1水
1溜

天
神
木

計
路

堀
切

・
堀
□

・
樋
口

（火
口
）

・
橋
口

境
峠

上
津
代
里

。
中
津
代
里

・
下
津
代
里

。
上
内

・
下
内

・
橋
本

（橋
の
下
）

兵
糧
田

・
寺
田

・
長
田

杉
本

（杉
の
元
）
桜
木

上
古
閑
久
保

・
古
閑
久
保

・
古
閑
前

花
立

・
北
花
立

筒
井
田

・
筒
井
久
保

・
竹
内

・
横
畠

・
桜
木

大
城
町

。
名
守

・
図
志
分

（図
師
分
）

・
保
手
本

（本
手
の
下
）
・
奥
分

・
戸
井
手

沼

山

津

村
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堀
割

。
一
の
日

・
南

一
の
口

ｏ
出
口



（

０
４
“
）

ツ
ヤ
〃
餞
出
心

，）
に

・ｒ
い

ソ
０

八
猜
刀
覇
側
林

地
形
地
名

（自
然
地
名

開
拓
地
名

社
会
地
名

宗
教
地
名

鷲
原

・
北
原

・
東
原
　
。
中
原

‘
西
原
　
・

鳥
飼

・
鷺
場

・
佐
分
浦

・
水
溜

う
南
水
溜

・
杉
下

計
路

。
中
須
　
・
穴
無
田

・
野
間
原

・
聞
島

堀
割
　
。
一
の
日

・
南

一
の
日

・
出
日

。
一
番
割

。
二
番
割
　
，
上
メ
ド

下
ノ
丁

・
棚
田
　
・
北
境
塚
　
・
境
塚

・
西
六
反

・
六
反
　
　
・
猿
ド

間
島
前

・
塘
下
　
・
井
寺
鶴
　
・
井
寺
道
下
　
さ
上
横
道
上

。
上
道
上

月
の
輪

宅
地

・
居
屋
敷

・
古
屋
敷

・
三
官
屋
敷
前

秋

田

村

鶯
原
　
　
・
佐
土
原

。
員
原
　
・
萩
原
　
，
西
原

。
上
古
閑
久
保

苺

古
閑
久
保

・
古
閑
前

・
花
立
　
・
北
花
立

‘
桜
本

・
筒
井
久
保

・
筒
井
田

西
無
聞
　
・
東
無
田

‥
小
無
田

，
竹
の
自
∵

杉
本

。
水
溜
　
　
・
計
路

堀
切
　
　
ヽ
堀
の
口
　

や
人
口
　
　
・́
長
□

・
横
畠

，
境
峠

上
戸
井
手

保
手
本
　
。
上
内
　
　
う
下
内
　
　
「
橋
本

ヽ
橋
目

う

上
津
代
里

。
中
津
代
里

・
下
津
代
里

天
神
木

兵
糧
田

・
寺
田

・
図
志
分

・
名
守

・
大
城
町

・
奥
分

沼

山

津

村

一

１
ム

■
■
■

開
Ｈ

　

締
け
外
げ

ル
伯

地
名
に
は
、

「字
名
」
の
下
に

「下
名

（さ
げ
な
）

。
呼
び
名

・
門
名
」
が
あ
る
。

坂
や
堀
の

一
つ
一
つ
に
畑

一
枚
に
い
た
る
ま
で
呼
び
名
が
付
け
ら
れ
、
地
元
の
人
々
に
古
く
か
ら
伝
わ
り
親
し
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら

「呼
び
名
」
も
環
境
の
変
化
等
に
伴
い
、
い
つ
の
ま
に
か
忘
れ
ら
れ
た
り
消
滅
し
て
し
ま
う
も
の
も
少
な
く
な
い
。

秋
津
地
区
に
残

っ
て
い
る
呼
名
に
は
次
の
様
な
も
の
が
あ
り
、
人
々
の
営
み
ぶ
り
等
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

（　
調
査

・

平
成
五
年
度
郷
土
史
講
座
生
　
　
沼
山
津
地
区
　
水
上
則
弘

・
中
無
田
地
区
　
小
田
邦
秀

・
西
無
田
地
区
　
矢
田
　
剛
　
）
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上

沼

山

津

地

区

会
所
跡

　

（か
い
し
ょ
あ
と
）

舟
場
　
　
（ふ
な
ば
）

出
屋
敷

　

（
で
や
し
き
）

堂
ノ
前

　

（ど
お
ん
ま
い
）

下

沼

山

津

地

区

員
原
　
　
（き
ゃ
あ
ば
る
）

洲
崎
　
　
（す
さ
き
）

・
馬
神
さ
ん

（う
ま
が
み
さ
ん
）

（
の
ば
し
の
や
ま
）

・
小
無
田
　

（
こ
む
た
）

（し
も
の
て
ら
）
　

ｏ
た
ん
た
ん
落
し

・
中
小
路

　

（な
か
し
ゅ
う
じ
）

・
屋
敷
田

。
西
小
路

　

（
に
し
じ
ゅ
う
じ
）

上
暴
門

・
外
村

・
川
端

・
上
ノ
寺

・
野
林
山

・
下
ノ
寺

（う
ら
も
ん
）

（ほ
か
む
ら
）

（か
わ
ば
た
）

（か
み
の
で
ら
）

（門
前
）

（な
か
た
け
）

（し
ん
み
ち
）

仕
事
場

。
標
ノ
木

・
五
百
間

門
前

中
竹

新
道

（じ
め
の
き
）

（ご
ひ
ゃ
く
け
ん
）

ｏ
東
小
路

（
ひ
が
し
し
ゅ
う
じ
）

。
や
げ
ん
堀

（
や
げ
ん
ば
り
）

叔
傾
＋
小
助
地

●
△



洲員
崎原 ,

（き
ゃ
あ
ば
る
）

（す
さ
き
）

・
野
林
山

・
下
ノ
寺

（
の
ば
し
の
や
ま
）

。
小
無
田
　

（
こ
む
た
）

（し
も
の
て
ら
）
　

ｏ
た
ん
た
ん
落
し

。
中
小
路

　

（な
か
し
ゅ
う
じ
）

・
西
小
路

　

（
に
し
し
ゅ
う
じ
）

・
屋
敷
田

抑
牧
＋
小
軸
糧
Ｍ
Ａ

追
分
　
　
（お
い
わ
け
）

堂
面
　
　
（ど
う
め
ん
）

山

―
盤

ハ
田

捕
聖
区

え
づ
原

　
（え
づ
ば
る
）
　
　
・
や
ん
ぼ
し
塚

中
通
　
　
（な
か
ど
う
り
）
　

ｏ
上
ノ
小
路

（か
み
の
し
ゅ
じ
）

横
道
　
　
（よ
こ
み
ち
）
　
　
。
野
間
ノ
原

（
の
ま
ん
は
る
）

上
ノ
川
入
場

（か
み
の
か
わ
い
れ
ば
）

新
道
端
　
（し
ん
み
ち
ば
た
）

。
さ
わ
ら

西

無

田

地

げ
ム

神
屋
敷

　

（か
み
や
し
き
）

か
わ
た
て

・
新
屋
敷

　

（し
ん
や
し
き
）

・
す
い
じ
ん
ぼ
り

水
神
さ
ん

（す
い
じ
ん
さ
ん
）

江
津
湖
ん
は
た

・
鬼
塚

　

〔御
見
塚
）

ｏ
う
ら
い
で
ん
は
た

・
西
の
ち
ょ
う
も
ん

。
出
小
屋

　

（
で
ご
や
）

。
二
方
塚
　

（
に
ほ
う
づ
か
）

・
五
郎
堀

　

（ご
ろ
う
ば
り
）
　

ｏ
東
脇

　
　
（
ひ
が
し
わ
き
）
　

・
宮
ノ
前

　

（み
や
ん
ま
え
）
　

　

ｏ
花
立
往
還

・
く
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
う
っ
ぽ
げ

。
中
道
　
　
（な
か
み
ち
）
　

　

・
下
ノ
小
路

（し
も
ん
じ
ゅ
う
じ
）

・
出
口
　
　
（で
ぐ
ち
）
　
　
　
・
水
溜
　
　
（み
ず
た
ま
り
）

。
下
ノ
川
入
場

（し
も
ん
か
わ
い
れ
ば
）

・
一
丁
八
反
　
　
　
　
　
　
　
　
・
堀
割

一

１
■

■
■
■

五

　

地

名

考

察

軍
八
抽
響
＋
小

（
て
ん
じ
ん
ぎ
）
　

沼
山
津
の
字
番
号

（字
図
）

一
八
番
の
字
名

こ
こ
に
は
社
も
鳥
居
も
無
く
た
だ
住
宅
に
囲
ま
れ
た
畑
の
中
に
，
天
神
塚
と
い
う

直
径

一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
塚
が
ボ
ツ
ン
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
も
と
は
大
き
か

っ
た
が
次
第
に
削
ら
れ
て
畑
に
な
っ
て
し
ま
い
、
持
主
は
早
く
削
っ
て
宅
地
か
畑
に

し
た
い
が
、
代
々
触
れ
ば
祟
る
と
言
わ
れ
残
し
て
い
る
と
言
う
。

『上
益
城
郡
誌
』
に

「秋
津
小
学
校
敷
地
の
字
名
な
り
。
往
古
天
神
丸
と
言
う
船

入
航
し
て
此
の
地
の
樹
に
繋
ぎ
し
よ
り
起
こ
る
と
」
と
あ
り
、
地
名
を
船
名
に
由
来

さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
触
れ
ば
祟
る
と
の
言
い
伝
え
の
な
か
に
古
い
天
神
信
仰
が
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
んく
わん　
やしきまえ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
野
國
策
）

一
二
青
日
日
臓
齢
秋
ュ剛
田　
　
　
　
　
　
秋
田
の
字
番
号
　
三
六
番
の
字
名

『上
益
城
郡
誌
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「秋
津
村
計
路
川
の
北
岸
所
謂
無
田
中
の
一
小
字
也
。

該
地
方
そ
の
他
中
無
田
村
の
屋
敷
跡
何
々
の
屋
敷
と
唱
ふ
地
あ
る
よ
り
推
す
と
き
は

此
地
現
今
は
無
田
地
と
し
て
到
底
屋
敷
と
す
る
こ
と
は
能
は
ざ
る
も
、
或
時
は
家
宅

を
構
え
し
こ
と
あ
り
し
を
想
像
し
得
べ
し
。

往
時
海
底
は
変
じ
て
陸
地
と
な
る
や
東
部
山
中
の
諸
川
は
無
田
の
低
部
を
貫
流
し

従

っ
て
員
原
地
方
の
住
民
は
南
進
し
て
其
の
川
岸
近
く
進
み
、
加
藤
公
入
国
し
て
治

水
事
業
に
熱
中
さ
れ
木
山
川
流
域
を
北
に
、
屋
形
川
は
南
よ
り
当
地
方
に
引
落
し
、

西
方
江
津
に
築
堤
じ
緑
川
を
御
船
川
に
合
わ
せ
た
る
よ
り
俄
に
氾
濫
の
害
を
受
く
る

に
至
り
、　
一
朝
増
水
し
て
此
地
方
は
忽
ち
湖
観
を
呈
し
農
民
を
し
て
辛
苦
を
水
泡
に

帰
せ
し
む
る
こ
と
往
々
あ
り
。

殊
に
其
の
後
川
尻
大
麻
塘
の
築
工
は
惨
禍
を

一
層
甚
し
か
ら
し
む
る
に
至
り
，
全
部

屋
敷
を
挙
げ
て
転
居
す
る
に
至
れ
り
。

中
無
田
村
の
今
の
地
に
移
り
し
は
天
和
年
間

（
一
六
八

一
～

一
六
八
三
）
な
り
と

言
え
ば
新
村

・
東
無
田
等
の
部
落
も
相
先
後
し
て
転
居
し
、
慶
長

（
一
五
九
六
～

一

六

一
四
）
の
頃
迄
は
四
五
百
年
此
の
地
に
屋
敷
を
有
せ
し
も
の
の
如
し
。

秋
津
村
　
三
官
氏
塚
　
　
中
無
田
村
三
藤
氏
の
屋
敷
内
に
あ
り
し
を
百
年
前
墓
地
に

移
す
。
」

中
国
で
は
、

「三
官
」
は
三
男
の
こ
と
と
か
。

三
官
屋
敷
は
三
男
が
管
理
し
て
い
た
中
国
貿
易
の
支
社
的
な
屋
敷
か
？

-101-



何
れ
に
し
ろ
、
江
津
塘
築
築
堤
後
の
天
和
年
間

（
一
六
八

一
～

一
六
八
三
）
に

集
落
こ
ぞ

っ
て
移
住
し
た
中
無
田
の
旧
宅
地
で
あ

っ
た
。

十
ロ
ロ
農
餅
秋

（ふ
る
や
し
き
）
　
　
　
秋
田
の
字
番
号
　
四
二
番
の
字
名

中
無
田
や
東
無
田
と
相
前
後
し
て
集
落
こ
ぞ
っ
て
移
住
し
た
下
無
田

（六
嘉
村
の

一
部
で
あ

っ
た
）
の
旧
宅
地
跡
で
、
名
称
で
昔
の
名
残
り
を
水
田
の
中
に
と
ど
め
て

い
る
。
転
住
先
の
集
落
を

「新
村
又
は
上
り

（あ
が
り
）
無
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

現
在
の
秋
津
新
町
は
こ
の

「新
村
」
に
繋
が
る
町
名
で
は
．

卦
劇
”
蟷

（け
ろ
）
　

沼
山
津
の
字
番
号
　
四
四
番
の
字
名

秋
田
の
字
番
号
　
　
一二
八
番
の
字
名

数
百
年
来
荒
れ
に
荒
れ
て
い
た
所
を
文
化
六
∵
七
年

（
一
八
〇
九

・
一
八

一
〇
）

に
田
開
き
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
感
謝
し
て
天
保
六
年

（
一
八
二
五
）
に
中
無
田
石
塔

水
神
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
碑
文
に

「そ
も
そ
も
　
き
ょ
ろ
　
と
申
し
来
た

り
…
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「き
ょ
ろ
　
き
ょ
ろ
」
と
川
筋
が
雨
の
度
に
変
わ
る
、
流
路
移
動
を
行
う
と
こ
ろ
か

ら
き
て
い
る
の
か
。

饉
悩
担
勿

（
い
か
だ
ば
）
秋
田
の
字
番
号
　
一
一
番
の
字
名

直
径
二
十
ン
、
長
さ
約
二
傷
の
丸
太
を
五

・
六
本
の
か
づ
ら
で
組
み
合
わ
せ
作

っ

た
も
の
を
筏
と
言

っ
て
い
た
。
明
治
の
後
期

⌒
一
九
ｏ
Ｏ
～

一
九

一
〇
）
頃
ま
で
は
、

こ
の
筏
を
利
用
し
て
、
往
来
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
住
民
に
と
っ

て
は
重
要
な
水
上
の
交
通
機
関
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
。

筏
は
西
無
田
集
落
の
西
側
に
つ
け
て
い
た
が
、
こ
の
筏
の
つ
く
周
辺
の
田
ん
ぼ
を

筏
の
つ
く
場
所
と
い
う
こ
と
で

「筏
場
」
と
名
付
け
た
。
現
在
も
そ
の
名
は
水
田
の

一
画
に
存
在
し
て
い
る
。

目
風
餅
秋
田
田

（や
し
き
た
）

（別
名

一
丁
八
反
と
も
云
う
）
　

下
沼
山
津
の
呼
び
名

中
無
田
や
下
無
田

（新
村
）
と
相
前
後
し
て
集
落
こ
ぞ

っ
て
転
居
し
た
東
無
田
の

旧
宅
地
跡
で
、
名
称
で
昔
の
名
残
り
を
水
田
の
中
に
と
ど
め
て
い
る
。

熟
響
日
崖
齢
承

（又
は
宮
屋
敷
）
　
　
　
西
無
国
の
呼
び
名

西
無
田
の
東
北
隅
、
現
在
の
矢
田
氏
方
の
東
方
、
浮
島
熊
野
神
社
の
神
霊
を
分
祀

し
て
西
無
田
雨
宮
神
社
が
創
建
さ
れ
た
所
。
後
年
遷
宮
さ
れ
て
現
在
地
に
鎮
座
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
創
建
地
を
神
屋
敷
又
は
宮
屋
敷
と
呼
ん
で
い
る
。

Ａ
ム
証
朋
藤
堺
　
　
　
　
上
沼
山
津
の
呼
び
名

熊
本
藩
で
は
地
方

（じ
か
た
）
の
行
政
区
画
と
し
て
郡
と
村
の
中
間
に
手
永
が

置
か
れ
、
手
永
の
長
を

「惣
庄
屋
」
と
云
い
、
手
永
の
役
所
を
会
所
と
称
し
た
。

沼
山
津
に
は
、
寛
永
十
年
か
ら
寛
政
十
年

へ
一
六
三
三
～

一
七
九
八
）
ま
で
、
又

天
保
十
四
年
か
ら
明
治
三
年

（
一
人
四
三
～

一
八
七
〇
）
の
廃
止
ま
で
前
後
百
九

十
二
年
沼
――ゴ
津
手
永
の
会
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
明
治
三
年
会
所
廃
止
以
降
に
呼

び
始
め
た
呼
び
名
で
あ
ろ
う
。

一里
本
田
同

・
鵬
同
齢
剛

。
江
牡
市
撃
相
笏
　
　
上
沼
山
津
の
呼
び
名

会
所
の
施
設
に
関
係
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
び
名
で
あ
ろ
う
。

し
上

′
ノ
鼻
寸

（か
み
の
て
ら
）
　

　

　

　

上
沼
山
津
の
呼
び
名

上
津
代
里
の
光
輪
寺
の
こ
と
を

「沼
山
津
の
上
の
寺
」
と
呼
ん
で
い
た
。

て
ド
′
ノ
轟
寸

（し
も
の
て
ら
）
　

　

　

　

下
沼
山
津
の
呼
び
名

下
津
代
里
の
浄
福
寺
の
こ
と
を

「沼
山
津
の
下
の
寺
」
と
呼
ん
で
い
た
。

価
休

，
ノ
十
小

　

（し
め
の
き
）　
　
　
　
　
上
沼
山
津
の
呼
び
名

沼
山
津
と
広
崎
境
界
付
近
を
標
ノ
木
と
言

っ
て
い
た
。

道
祖
神
な
ど
の
境
界
神
を
祀
つ
た
り
、
し
め
縄
を
張

っ
て
道
切
り
を
し
た
り
す
る

ム
ラ
人
の
意
識
の
中
の
ム
ラ
境
す
な
わ
ち
生
活
空
間
と
し
て
の
ム
ラ
の
内
と
外
の

境
界
地
名
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（熊
本
の
民
俗
地
名
―
ム
ラ
の
内
と

外
―
大
塚
正
文
）

工
山
庫
掛
植
猫

（現
在
の
江
津
塘
）

西
無
田
集
落
よ
り
約
千
布
西
方
地
点
に
託
麻
塘

（現
在
の
江
津
塘
）
と
呼
ぶ
堤

防
が
あ
る
。
こ
の
堤
防
は
加
藤
清
正
が
築
い
た
も
の
で
、
上
益
城
郡
と
飽
託
郡
と

の
境
界
の
塘
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
々
は
託
麻
塘
と
呼
ん
で
い
た
。

伽
岬
日
几
傷
惨

（通
称
鬼
塚
）

西
無
田
集
落
の
西
方
に
御
見
塚

（通
称
鬼
塚
）
と
言
う
小
高
い
塚
が
あ
る
。

託
麻
塘

（現
在
の
江
津
塘
）
の
堤
防
工
事
の
際
、
そ
の
状
況
を
こ
の
鬼
塚
よ
り
清

正
公
が
眺
望
に
な

っ
た
と
云
う
伝
説
が
あ
っ
て
今
な
お
そ
の
名
は
人
々
の
間
で
使

わ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（語
リ
ベ
学
習
会
）
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